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I. 日

/9 83年（声058年）且心釦噂膨農
兆度絨害虎兒謡疇設告書

庭 脱｝牙□58年5月 28日～ 31 日

乙、調査池 秋吊吼

秋目市 糾<iii犀、斤（痢阪抹災 t果）

日本 J;1祉由夙戊介（株）秋囲ターミナル． 
東九他ヵ蝶）秋 1日、人，力光危f(f

批光奥産瀑）刹<!ll袖槍所

秋本製価（オ{)

紋吼甲釘池（本金ず 1\’ ート開~）

秋 1月危

舅鹿巾 加放青砂海月（加佼喚危）

買底水ぷ友飩）乱辺（ア贄坑）

閑 l]瑛（要困氾区）

県嵐沿（道路）

天王町 県也？合（逃路，格，＇）ょう笥）

弟炎町 臥追命（且路・稔リょう 、翠尻
ブ、ロッ 7 irfl糾）

闊；1J甘 甘内 （水既・追蹄．叫奇）

ハ危，町 屎迅；合（必終矧）

託代巾 文邦泊す宙科学研炭月
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3, 訊査晨

龍代吃

八森町 ハ森愈免

青h軋

責森市 青森臥府（瑣杭 P方災課）

弘前市 弘痢人尊 J・収阪火， il1観測fi・

鯵ヶ灰巾 鯵り広崩内

応的釦麟忍

風合救漁光

晴山f付近

丸金 1， 吠（屁リょ；附）

眠屍邸杭災消肪訊剖技衿 屈， 郁文

“ 
9/ 主事 杉尻乳f.il

I, r..愛祝、窃諜枝幹 菜蛉成

11 ’’ 幻L技師点石厄介

土木郎珂塔課 主杜技師 Ju"J復夫

凰屁部広秩課 主事 小林悶

篠択巾 f肖然局）也鬼対策翡、 底｛＼由札敏狐

4 訓釦真日 升殺旅唱，建梵厨I支名，忍易邑路I命，｝ょうゑi支

也，辰険物あたガス施設利史喜、 その応

ーる一



S'.闊直内容

/1) ）也況 1疇 （刈牧 I4• 札判）

了＇ 充生Mii翡I詔1.05 8年5月 2.し日 12時 0命ぼ和

1.見板 日（てグニむード） 7.,7 

ウ 笈祝 秋Ii¥吼沖而料約 ID欧呪（東経 I3謙

$4釘北緯 4D度乙＃奇）

深ざ D~IDk~•\ 

1. 鬼希、域 剤丸 IOク～ I..20 k仇

東面 紗～クok介し

塚べ 最環度 30～クolr吼

ォ， 冗而< 度 昇ス大 9に疫 5 (わっ，；築洲i,:i:沢田）

カ、外' 成 大叶＇f鱈誓骰 $ £ （発令 IJ..H寺11介）

列戒望骰 3, ¢ g 

出！［疇絞 み／0，I3E 

虹支 1} 九磨災かぅ青森•秋祉硯な i｀成

九旭乃面舟から命叔嵐瑚農，こ -J,J-s,，、 P
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青森秒田県肉刈戒到近翡低は刊位

立
ー

1

；一•t-―ム→、 9・“-[こ▼ W, ＂‘m ̀ ’皿＇応“―口，

閏点i| 1 :{f1 位

青森県十三竺｛

青森県堺哺雑濯l前

麟見屹｛じ鱈串務□
秋lfl県男良訂符叶土）也
戎屈屑胤柘布Ilg, 
秋川県男屁中§履i,’釦噴：
す都笹I9]参 性f

/).Ui 4D如伐 ？
 

j2圧］鱈 lt 3釘仇，

I乙り三］~ 旦月（吼

］［！＇五9心(-.、I
l 

ぷ叫 9/§` Ii :［戒i切よ')-1恥的 rイUヽ。ヽ

沢 地裏")1奇散 (l'，I鵡 2,3,t/み脩．）

地炭節は恵曲が1J冒迅し，青 i闊、ガ贔J屯f)/私削人

尊q弦笈記録、によ )(Iぶ点越員ti1]が 0.7~ 0、5砂 7.・ I~ 

な，，か¥いうこ L ず、ガる＇）並素 Ii)¢包震ょ＇）長 1i1訓

n勾にな？て、、こので I#む、、力‘]iえられ 3。

設戻，秋直中，青森や 0炭象合 JI l拾巖雰記林で

/;¥:『迅乱訊 u4 ~ 5 秒 -z●'lfi 各，、ヵ•乙忍われ． g 。

さBlこ，糾腐手o仮象合の詫綺パ lil-./o約荘殷 0

戒が］ダ＜・記録されて，、 3b 

ク、郊環パ奇 4敦（引紙 5)

炭祝Aパ負瓜煉1砂o彩讐によ＇），息 I成が外摩 r『

< ; h‘?，桁ぃ；夜か磨舟尤翡,1：： o 
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(2) 殿喜伏私

lj．す遁ヤ猿比鬼諏喜 o僻徴は娃ーに州痕によ；；；人的 物的

瓜/,L}ヽ仕紐町～1 オ＇l, 外‘,.:...Iて］少池槃 -z:Ii)，戻Iズ』しによる様悲？て

ゎ，公。

介ぅ痰によ g絨言，さ如衛追から島械県ょヱ` 、お、よび` I ら｝日調査

I 1c孔社訊）’)I, 片森訃 Iりは4奇に応怜なものがあっ佐＇， p 竹I::.，

易応中 •IJ日［＼責乃沙改膚，饂底忍／荀森訊 t 三叫な ‘L 和恙行埒不、

吼給広JJぶ9バ＇，＼芦。

土木，象屋綺 ,n亙貶虐 Iょ， 今1日0) 闊査旭て｀はハ郎鳩の和邸 t

点'¥:,I: I夫他城ず癸札 Iて＼‘ご。紅代中ノ拓羨町丘ffI必ノ丈

低叶，ハも町か｀生 i!) 主な氾威丸羨屠ヵ、砂屠ぁあい 1d究翡虚L

屈1いはないかと／笞えら ;113。絨焚兒玄調査 13'L）司粒紐の砂

かいた；；；ところて'0氏き LIf̀91；り扉、があ＇），吼らガ‘に砂尻地慇の

現蒻化 I= ぷ 3絞＇虞て`あ 3 t尻ぇ 5れる。

（ゑ良息れも剪判糾v6 ，判灰仇ゑ良喜す柊も参~熊；、）

-s -



ア，；彰巖様屯

ら I~ 発生 t た妃震 ll/ 笈央 1ょ，吃凡か 3 綺 loo k碍如＼

1二｛這て．、応生 L、郎ん卯虔11；討ャ潅瓜他・IfI，の差噂p<ノ

日本奇肘にかってな、、声 t、迅校な戒成“::.l佐。

哨；夜広戟刺 I/.;地絨，i如鉦坦 9 日小，扮1位＇から紐登斗鳥

玄．赳＼;:_,,、鈴扱見 Iミ至召広池戚！：： J） I~ リ，元1虞に進ぃ

秋 liI 尉、の．房底半烏 f 怒．方 •iク府び＼忌 1 1} J II¥¥ t恐ぇ 3叫

位を記録 I ?.＼ヽ J. -:: ll/彦l'痰。す「『レ，夜 IJ.『 I，しこみて`’

麟発生俊 12'Ji'て冴見護lしておリ，加茂行砂潅舟ざ 1ょ合

)II 角 l）、約杖幻足／3あ， h仄、も這喝崖乙｛｛~ず、象 3ょ厖

ナ三瑚て＇‘は杓翠な£、数紗< U),！象＼ヽ 命がI/応見ュなっ虎。

一方，この球痰 I古人命た JjC:在＜，震危の尻見（/¥

森町），ロ J1、ソ｝尻射史咳粍設殷度（紐代中） ／』潤

況久，妓直線記鱈，；，約船，車の；如k店｀パ切＜玄払

L I j.鱈広ー屠大きく 1 芦．

（ア） 易鼻釦間諷（安田）

残淡は冴譴附印汀晨及び筒 Iコよ＇）；可 JII土豆

1た痕錢・かあリ， 背後1也5o/ /且ヽ人祖 Iこ尿炭喜私およ 1ふ1た．

坪般碕く肱） （fJ,抱訊、/..な s埓 l'）に集中 L叶痰の7/

＜力によって埓）’)施設立崩峨 Iた， また，呵床 Id．綺
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J.り）＼経沈燒， L九a なお，尚浪ブロ｀／ク 0)歌在 lな見 5れな

？▲.ぃ，．）． c

． 

屎
i；一v---、一j

¥i " 
,, 

（イ） 男／応車 加茂孔砂瑚方 (JJa穴戒急）

ー、てて．は，介殻 Ii腐滸li足豆戌ぇず，退足叫瓜中て‘`

繊1危夜玄 Lって 1Iた）卜浮生か痒痕 1-:.飩Jっれた。 4、

忍f:ld)餞,,t？れたi紋n褐 Id20 ~30 nAて`， 防嘲是を扉 3

陪役か，近く 1= 1 斗、， 1点コざは南面ず ')4~~ 迅，瑛

ガ'51 ~ 3 AIL z̀‘] 0,；毎月線て` Iな：翡或の；紅れが力ょ 5

幻 lヽ恰止？．鱈lかぅ製ヽ 、逃サ'’3て¥か由，束なガ｀，た

0 か、1毎庫底ナ、さくした ‘L 及えられ 3 。また，祇 1• あ

3見出からか，オ痰の引き成が大きく左かったらし

＼ヽ こ込か＇＇，咋戒の` ．患幻玄砂；也 f_t if)'L.、7ゾられふ

さ らに， 扇、亨の 1日Li也1見散；の易危し｛戻葱旧迅餅く力‘ら、
ーワー



：：：后汀 Iょ）碕戒警顎り発令刷ド磁焚 lて＼、 3 ら（いて

とが 1ヽえ 3。

.,三
/ィデ三

俊

餃噸災

／ジ‘¥、ぐ^＇_,,......

← [  

（ウ） 男屁中 『質喝（男底水岐斜；）

｀ ： if)爵底水坑館(/)iiしに /;J:' 1i)土］セ迂院の男底校洲所

かぁ 3か，川成の記鋒 Idi肱'!t'iJ ］し危［外が位、半．り，、』tz..9 

雑史 4l¥lt ~＄り9しの乳成がのっ虎 t いわ}:3。お‘¥［也 3

叶｝瑣I"-よ＇）ぇ急琳ヵ＼ぅ祁合が乃袋 I:4『i；尻ナれ衣，｝ i 馬主罪／易の

亜が噂ぎ璃庁に；奇支 Iたt ，駐車腐 I!) 車，ヤヵ、よが近辺を散

漿 Iて＼、た旦忍ぁ＄い la厖錫 i私］＇）玄して、、た）直，か 'l広

札Iこなったが` ，郊戒 1-=-気がつ、、た水旅徳試畏によ S l¥ ？ 

ド＇てィクかり t/)呼ぴか r)がなかっ／がら，さら 1:.i和1生虞 1’ょ

愧ぇ仇 ‘L[f¥, 5爪3,
- 3 -



(I) 紐公忍
鴻

二：：文‘̀ Iす．， 12府32 布に 2'l1l q (4k, ；信 iJ)第ー痰

玄純測 I7. 、ヽ；；；。 l 1,がって；麟望叙が 12時14佑に

於冷ざれて＼ヽ 3 (/)'.Z.'`， t,‘L伝釦;f41/が整扁でれて

＼ヽ ,hIよ｀＇認兄土のい麟広忙，セ忍くてすんだ｀ ttf))L 

及えられ 3。

ィ↓ 1,7咳 99t ニ↓．
r―-rー叶ここご＇亡二1;_·_-~

yぃ．

［ ；械噂；絲いンク叶j炉、

XI-i這飴

I V 
l J 

レ
低払も蒻／i立）ll池 I 

/ ／ /’/ ／ 9’/ ／ I / /、I ん '

X印噂 I]げ、灸な1‘aが 1ヽ ？牙戒に，0;/し1c

～
 

↑
|
均

u
 

け） 文部急乎窟科芍研尻所（能A‘ 中）

ここのロケ、ソト燿料史，固剣易は，騎、音苫，，「月低上、

璃．洲 n砂哄に設璽（建屋嫁に l<C秒、i方づシクリートの

甚虔かあ苫。また廼 I) 1に全査lアズ 7ァl｝卜舗製か施

ざ｝して＼、 g。)さ爪て奇＼） 1 ：： If)ぇ砂氾泉旦平ぅ；哨
- 9 -



波によ＇）記槍ヵ虞ばれ 3胄の界良害が見1 ・Iこ o

破応区庚(CE)虞りに 1;!:『汀諷がな力‘っ佐 1ーめ，；「波

玄臼接，受け，氣妃嘉固虞，＇ IC:歪む玄庄 3多外＇、間は 71-J-5 

絨雹がて` 芦。 lガ‘し，環心k秦(CE) d)）f店，廻 1) /: L-

字墾 dJr専璧枷造(/)fむ耀成かあ？佐！ YiI 危Iも修閾に：釦I'-を

力‘瓜っ店且／姜~て｀饒低外の設磨ばなかっ 1 。

脅 19 ｝ご :t I 史駿が応 3'I -z.、、ナ I Iり／貯1位は主 J)'伏慇

1‘ あリ，ガス和れによ 3腺慮 la.立ガ` っ！《’

仇） I＼森町（ハ森漁充） ；もor乱比区

：： ：： c・・ /.i, デ•l' ラ良！i 防加足（麟賃洲）口越え，麟 tJ)

仕＇荻呟麟、， 9 +数軒・し翁戻セ住 1:。オ掠 Ii!, 仕‘象の一r恰

茨井“錢ぇ 3f介す、て` ＇立し、海面ぷ') 4 ~ 5 n＼しに立り 3も

0)'L A'.ぇ3人3, /］牧の増船が打ち 1品げられた， ぼ1,

住茫地 I;/.蘭面に近銘護併があリ，背恰の J,t. t約I$0()八

経良 lかなく対史かった。

妬-．，
 

↓
 

ヽ

、紐
1,．予,-三：

辺三［ 農

- ID --• 



（f）知員（叩詞）

こご「,;) 吼喩麓甘＼所か布リ，もot噂しによよ込9

12珀 7布に，＼さく負き成之観測 Iた。住民の誌/:よ

3 1 ， スー、L戎孔JI)玲闊くか＇弓 I< d)が)？ガ` った¥I‘5 

ご又であ g。 こ＂後 /2-闘14-秀，押＼ ＂ ＇ラ農 g．が蒻つ

f。)し、的訪亨 I；) 少カガ` っ iが，冷飴ャ庫 J)琉及りが日

2，芦 c 賃机是）灯の在炭/:/J稔害）J.方＜，防網尻外

に訊度が保中 1芦，

（ク） その他 青森尉面咽州

青森訊西塩外にあ旦え急光／）互1鼓緩（互能様）は随

所が様囮文受けて＼＼ g。 )1＼河）＇Ii.兄上 IたiIf) (；累

哨町蹟il-1の it)は 1麟//Iもあ危りか` ー 1く＇↓ -ルも曲

げた '/,.Jl龍銹 d)蒻女花1危え．ぐ， た') I t.。イ凶ぃ防痢

足虞いたもの（屎痢町睛山） Ii, 釦多の引＇雄，て祖

宮立がよ圧 f/防瑚足＼l胴腿直 ・i引ぎ浪這 3

Lめ．兄喪喜玄大きく I た。 店た／瑚祖力‘5忘くなヽ ヽ

特尻部 nため 1 須炭が＇水・勘羞 I二忍局,こ .r.，) を：：： ／こ

止め t あっ 1口糾ゎ兼協tf) - f硲咳砂い魔 1た所（塚

浦町 1乱合戒麟）もあっ九。

-II -



イ，建焚杭菊殷言

叱免物の紋言は詠Ir!予内ガ‘ら弘刷和灯す、て広、応！i1l，-i3、ん

7." Iヽ るが，綺/:ii謬 i1)氣中 Iた池C.1,j,' ハ犀；砂、L ク/) i;＼辺

I)弟久町／ハ忍財』訊` 中であリ：：： J1~の地戚た'1t f'370 

棟↓り稟屈が全槃 I-z.歩＇） ／青森秋汎甜1訊Iご抗 113全康

稟屈の芯り1ぷ尻芦 l:I;て＼‘3，二から 1!)兒成、） ｛，］ ［べ 1;)使羞

”少危ブ， l也下）K紅か名＜） （ガ` ｛仕行't、［ラっ Z ヽヽ 'l.,

糾砂地炭 d)院に属)7)¥/:.，氾望 ii)危 IMしか廷っ尻も 6）と息

われ＄。象店の｝裏れすも党羞 o盛リ Jこリ ・I/,、；応1＼てぼ全体

叩砂Iして 1、3t i) ¥々19、、 Il‘L，ゑ抱てが砂 ，i fi ¥が 3fら

れ 30.t 地望か＇克I•以ll I佐：：： 9/...立証哨 l又＼＼ 3。

治 0) 他，系只；て｀は［史正1 平内 0) 本~企ア／＼，ー）、 0) クワー 4喩し

衣争内 "J l尿処乱腐バ’虎戻忍汀議的哨 iJ) 恙ぃ麟逸!/勺 r猿

喀が jJ1)、地笈 0虔 Iょii斯の長ヽ 、痰が鱈越 I'-い弁：：： ‘Lも

これら 0)欺喜からあか＄。

（ア）秋日争肉

秋砒市街池内の薇害は想像して，、たよ')]和級ぜあった

その 1ヤがt奇町ぃ呼ば` れ 3地区て (J) i lJソクMiq忍lI痰ャ｝

-Ia -



本全デl¥Oートのタウーの例壊ノー祁ヤ肉玄吼}¥3旭

9)91沿の原屋 ifJlr,良扱があっ t"-,

杞印い眉貨蒻）11 /f)広万，雑危池区讀這設塔

幻夕< 1 月‘}l鱈 I:閃I打見他訓査が及Ii` なかっ虎.奴

砂尼畠 1り、復戒加，てぷ g ネ良書て••あ g'J_ 奇艮追ざれて、、 3 。

↓ 

他） 沿j,、ill- ~ l＼息町及八粋渕周辺他地

，ぅ，d。?翡I五氾区 n巾ぜは一象翠危職忠 ofタカ‘，た

地成て、，齋砂Jとilぃ［l-和粒紐 tJ) 一定 I-fa佐＇）が喝点上

11 1外か；r,リ，化堡。］成納応によ＇）絨翌が＇麟生 1 た

マ't--が肌15かで力 3’ 索 fl/iJがんiむき’虚社[が盛リ

tがリ， 棗n尻か款＋ c肌も段這＼＼になった，） 1て、、

た． Q j t.，逓，）が水汎 0 (：'()),象の幻見が盛上 l'2

、、 3 t If/ もあ l/，盛土 n邦府が尺髪 1：：よ＇），t友r）た＇）

！ ？，哀佐 l：汲忠も及 l式 Iたも 0.t あった。

この北成は］汎舷 Ail~10 Al程度か砂屠からなり，

を{})f尻か沖萩粒上ャシ lレト州からなっ -z.,,3 ：：：ヽレ
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合`｝」；乱査は 1なガっ↑が` ， 履負中脇中月曲』他区

ズ1j仕吹 30 fが全牛、｝裏し,tr J'I町唸 tIこも隷言が

J（ヽ.../、 紐人手りし尿．忽涅悶／釘贋重炭ヵ＼俗I凌 I尻着 I

名玄批 t芦。青森胤内り誘l普Jセは＇は屑 I二人き左ネ艮宮

玄903 }｛k成la乙かったが，玖競乎島の東力 IすでI;)岱

及畷書が累 Iガった‘ム旅近ざれ店。
鴫

，ワ 急屠 辺筋，すらが 11殿書

系葛｀直路、オ今糾の誡雹は蝕吐1印から虚素直、の曲滸

房，：谷f竹ド分ら；h,特l"-;f)項 l免りも兎施設い尻舟邦分

てゞ 1哀5歳約な祖芝扱t丸L‘91隻＼日に 1郎も忍'1 5荘ク［＇ヵ gゥ

ス 見凡ィ f~j から萎，支り！J 1,麿＄晨直，ょ終白 of裔戌ャ鋒

斎沿 iii);）、＜“んらL刻/1fI・：見ら，1＼ 1。
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秘国地(!);見為方を設の絨翌 1ふ 條飴尻が） 3，、 Id.？燐 (C月

く仕じておリ／ ｛麟！て閏 IZ 闊孔吃 1 て｛，、の乙 9,1jlシ

り な ごとは t及飢；了芦` v 1、オ及れ：こ・↓，勺`：， 王）りが＇，

前條 I Z 、＼ 3 0）が力 11‘L思わ}¥3。固た，久板、Li尋団

nコっクリ- I、りセし腟が破壌七勿＜祀か［ マ1ヽえ。

ば仇，よリ胚 {0,112‘ は，噴砂！［象力＼;;'/られ，也径／～ 2At1 

v) ?スかルト翌路 0陥没｛発灯 I t,、/。

ざ少／こ， 大型クしー ンの胆球翡 cl):i位凧＼，粕低危府のオ悛｝乳

質・-も見 5れ/.・
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枯如ガt/;3.. I肛鱈）IIの面噂 I噂譴 I lお、リ，砂他筐・

校弱足盤，あよ IIIJ:.)皇立 z地から左って＼‘3 已忍しら）し）

ニから n二 ‘Lが‘i鱈玄大きく Iた 1 oj'L. I忍あ糸る c g夫，

施競自,{tJ)蘭む棗II如：：っヽ ‘z：し l足間が残リ，ら後 i)訊査絡

昴、 1嘉筒し九い。
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(~) ，哲美町 I刈 底＇衷裏の負然が 1toJ鼠為

店、f、氏 Itl八囮直 1; @ l f任もの皇パ斗匝が崩焉し，

t(, ；；，-｝-9打宮之 i文1ょ9 1 1-0 

段｝也，与，にあ＼ヽ て，筏 1月』＋気中の関瓜瓜によ；；；と，

崩蕗 :tル'レ賛，d、300~ #OO硲荏度 z'、あ 3 5 払 ‘‘5 :;'L 

2.、あ 7 方 o

、

り,“/ 
‘, /
]
 畠／グ

ー妓民，

（ウ）チ、 i~IJ 内鱈麟の扉没

：： ：： Iか，ハ祁島の水路が団 3姐，逍 z"，感土し，巴北，

れ3犀豆 IJ)和仰lか 闘箪なゴ':,ク I}-卜襲())人板 2.‘’

支オ合さら jして 1‘ ナ：が， ｝も素 l：よ ，I 水絃羹Iに崩練 L

て 1 店，、感土全体が決下した。

1 ↓ r. 
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（エ） 男屁平 乱差麟

考災町力‘；罰底 Jot友，13 囮、近 /c祁いて，盛土勿 3 ¥9 1J 

-1:.7l上、L盛土が妥在，たも 0 ぃ匙われ，妓棗約,,より，禍

ぃ路屈 o粋府がくずj¥--/こも ti) li--frぇ3かし＆。加裏の穴ぎ

ず Iさ，長ざ 20~30仇， 9hiI~  2小．忘ヤ 3松牙子があ

？戸。

',.. 

竺

¥， 
＼一‘ャ / /•97 / ／ I 

（オ）五麟極誌』寸道路陪度

給麦町 L 大編村を総ぶ｀励祁貞＜水路・£股<•立吼え杓1 て‘‘は

榛 L迫路取1す訊 I：珈 Iヽ 2, 40 ~ 50 cりIの段fム広んじ、取

付逸舷 Iょ猟部がぅ危 1-, 怠~製~し，創面が｀水弱 Iこ Ij.. 5カノメ

鵡i惰l約J{)0，，，し 佑美的軋II納 .).00•l\ Jcあた l/Pi濯(/'-.

：： o孤鵡は扮、そう<,砂領土 11在の盛 i..(近蔭の 1土柔'Irn 

か？） ↓,思わ;/(, = "'よ 5 なj也点 't.＇‘ の孤陥の役計，旋-1. 

が‘折耕 ')1~:/; 定局ではなガっ 1: 力｀ 9/...9思わ七佐。
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（力） ハ見捻（閃鷹平）支永部分の神綿絨磨

ハは＼戟賃ヵ‘3 g牛省に過じ百水鰺 ("IQ) Iこかか 3

大雙杞て‘・、 9関ャ拙玲的視書は見られない。綾息は、｛卓

拉＇（1痘合附近(//、1憂偏が王忍 i りて` 、あった。

← → 

三 戸

三： □=-

二
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l 
ーコ
「

C1<) 琴戎稔（差姜町）支外＜卵勾 o粒疇

：：の飴 lj' 小河／91 に菜か J J シクリート拾ず，峨

忠は丈きくはなかっ佐が，支』＜紐 Iて森＼ヽてぶ:1-d‘9 1’也
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裏ドよ'), 1よg/i'1 (． 4命床坪分がん右 Jこズいした。す` /7/ 

揉伶の評布のノ吋，II If).,、ーク I/ ―トタ柘ゃ揺外'1 マ＼’!,

X ぇュー： ll忍o女舜<|こ方，、て ｛伝 Iff-1, /j又／111 3月3必

の新）i、い橋（古森県煤哺町丸企 I7,/，省）月豆t近路絨宕

-、：：： t |d ，す忍梨:'• JIス｛寸，•)珀路の fin 遵 I, 伐；； f．'.)40げ 9¥

以 J::. ・t Ii l・ た。茄没の尿因は総合府璧 0/ふ iill:.ぅらって，

土砂 b¥1友けた K瓜ぇ廷雇ばの延くの JII[)方分'/c JJ 6, 

浮A嘉のや｛力所 d) 甚礎 4・ 況下 lた。

代ふ

;1 
奴付~並捻 11) 現下 1a 、 1応，危約 i 盛，｝ ＿/;_ I ?.,疸｛it可鬼

~ lて、、芦。

の I＼邸瘍 護岸堤防の忍虎窟

二：： I~, /¥粋奉り水路沿 1こ．コフクリートプロック、］

汎芹足1坊玄 I,/1e＇），釧久板ず押ざ元て、、 5。jセ史/:J:リ）

戊肱I勺の上が朽路卯Iにjfl忠， L, 次板ガ` 崩l峡1芦リ，女

粒、L護尻＇立拐合す gづ：：クリ/卜が刻敲rI r 1, I t:.。::::

-之/)—



の護芹が 1ょ5んて`` （まっ£尺，ざ， 1ぇ， すぐ札！,.,_コ＞ク

I/ -f.応＇ックス水路ヵヽ 祈リ，

賓立ふ :1.. ，L 況＿わ丸る。
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ェ屈険刺旋設急歳＄

危険物表護 Iごつい -z,~ 皮火を 1鷹）秋田‘だ力発電所にあ

g屈囀乎槽のー虚から、）＜災ガ羞生 I だ。ゾヽ /iJ白釘脅防羞

笑I司病党隊／仏設哨屈."l 4t'.i＇急菊火＇て火＇癸恐在佼数ナ奇て`

媛大＇［た。文怨疇因は地霊浪直 lfた．戒面が｛怠勅 L

埓屋根 l--?::-ク q側徊召印かの将触をし，そりス /¥0-

ク7..`羞ヽKIた tの払兎ぇ§比＼ 3月T膚門象によリ訊告中

であ 3。

ー ~I司 b•秋 1孔，肛に力 3 詞h フ;:- t:）＇- ｝危区。釦険物

贖訂也飴 n毒l訂い比震如パり響玄受け，禾箸芯下ャ紋

斜• Lたも If)が見ら ）t，す Jc /j珈虹廷対菜'/.Iて設置さ

力して¥¥ J腐瑚妃Iこ危裂の入つ人もの：しあっ佐。

麟がス祀設につ＼‘て 1杖，見誕 o絶エカ‘及ヽ ‘=1 化

机逸上紐）叶闊の↓ d/ヵ＼｀グタいたの絨言はほ兄 Ivt`なか＞走

が，能~衣市 o 製4胤所の炭糾女がス財叶翡に不闘、党 Tヽ が見られ

た。

（ア） t1本后咄幻餅（株）萩 I印ターミナル（秋1丑序土碕忍）

ごごて` は`，娘喜 Ii倍無 -z'7゚ラ、ノトボームガ‘5の翠磨

-.J_2 -



の東入例／翡牙曹の不 1乱叱下ノ訊ヽ 唐〇オ什恢婚一切左 L‘‘

尤．力‘，た P

事務吋 ii丸化虜 ，緊、忍 Lャ断肴広作

飩ィせ／ 1カ椛賜俊，設扁玄，焙，校 l、尻全が確認

ざホた。

｀ 
U) 東允霞力（株）欣国火力充愁所 （森吼鰭鵡）

当所の／碍燿料ク；ク (3ふ夕ookjo弱楕I:

亙 900“ り麟1雌訊ざれて V＇芦。） 1, 火災

が発生 Iた。

発奏タ；；グ o 概銚 I~ 直径伶 to州I. 高さ:; 0帆り

叫向“̀1ング式雇到Iかダ9/7必 4 名ざ忠

五訊さカヽ？、｀ナ。このダ；クの 1次屈均疇 Iな

旦 (f代1iIAL ェ此設）の式によ 3 と紅 ~6,!J砂

にな 3。

t佐砂 Z 火`災疇・因 Id / i七棗勅か化軟約長 I~

餓成クか｀勿ガ‘った：：：乙礼埓房棋疇兎1のズワ・ソ

； ：グ` ／こ｛f¥、ローリ；グ立きた LJ 哨火設贔1り記

脩`L1笈府糞ソこの麿1瓢秘 i、沿`J.,_ l f., -t 6J ~忍 ;!';,)1 i。

‘I、’約 Iii.《屋根I:11着 I1c月、中が焔外えた狂股？‘‘、 人
ーょ3-
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（ウ） 肌迅突雇（株）秋川珀構f介 (1人'})．l,l•9 ;!I Iり）

麿料夕：ク I=Iょ様吝は右ガ‘っ／：ん＼ 9 /1/4』l毘Iz危裂ヵ＼

在じ 1,・万ー尿、珀象の痛ふ叡tIプ：： S、嘉ぇ 3

'L問題定式 Iえ。成 1：：，硝火月ふ外約水タ；；ク（ぷク()

t) が不得尤下£起：： l' 嬰はこ0 ア：：：ガーポル 1̀'b‘1斤

拇した，な亦廂＼［箸，dアレ沢: 7̀ IV IL.1糾造 t'あっ f・1：め

印釘ょ免ホた。

釘斤付近 9i噂は放硝ず，砂患盤（あ 3 い 'ii--帖埋

文地） 2ヽ、あ 3L足あ九、、夫 g又：：ろて＇＇咬砂 J見象が守

られ fこ。

• :•＼戸、．
八「．．．
/ド'

．．疇砂・'.•. 
..、.．9

=•- ---•_./r9 

不笥況下

一述



は） 条）小集椙（株） （能衣争中叶危）

由震印J1: ［名他盤変如ヵャ況、 1日'i.. ifj らガし汀荻怠立

生し，微加i.9腿ガス貯杜： ii) ｛嗅4、1, 1....楊吏屈叶直糾，

ト？ ？屑｛｝傾料，氾盤ク，危炭＇身が見； ］1 佐，

菊心）j‘'酸ガ‘ス）1‘r'籍o緑斜 z・ は，綺 IS(A（の？応下か

仕•I· 芦が 原倍賃，＝ 1i臭掌，ふ苓とも‘っだ。
‘’ 

（オ） 文蒻危庁慮祠仰l坑所 （能代中大す弐内）

ァ ；オ，遵該裏り戌 俗箔
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6, ~ I』の地索 q餘訓和が課践

(I) f和悛によ 3砂、、窓粒城のための平判血繹9:7、テムの名陥

ぃ専麟噂保尻疇叩い蟄偽J

(J.) 戎渡対応パ也鬼啓愁 L,1、平和麦に卯 I・｝ g舷脊訓練i/)

史旅

(3) 神床）91胤Iこゑ炭窟広夜ばす］渡月シミュレーシコシの

吏砲

(4) 他盤疇状lい沌威//)1ピ扱

ば） 各砂祀悛 d)rが笈ぷ荻の定砲

（i) 石：麟＇楕花設のスロ・ I ラフ？` I. ぷ 3様窟の庫足瓜

--- X 双— a＂一^ “'C-一•i 

（リ う丘1の応穴によ;系綬也 J)尿困 I=' 介；良の砕 I；炭刃淡

あがあ＜ ／ざら kぅ鱈 lz列且す 3時間が平ガっ i、 7 乙＇

が、、え 3。（こ ;I¥／な， i也9い屈危の位邑む鱈燎から近

く、で 31こ；累為て喩澤！ iシ :‘L I〔起日 i~ g。)

：：の非戒の第ー戒が＇渤庁＇に到立 la荀ぃ應蒻互応

J 1 3 ため； ：東；度警戟が発令さ末 g 乙同時 I"'-，立ゼか

に警痰玄閉瓜機閾及び＇往屁！這見す 3 ため//)平肌直執

シスプムを確立レ；翌雑急パ附｛兄玄行な＼‘,ざ!, /;:、

洵肝紘の氏賓ヽに稼言玄及ぼ｀七象ヽ、ため 1て，闊瑚足、の整

偏 広行な)0 

_)↓一



』た）今日の地鬼の院 I= Iも，県 {1玖拾危 l=も卓

格綽がIIf) 禾御も骸見 Lたこ又から， iffげ、11/J)記終

枠、『I01]し忍小，，凰阻の訓靖、質 Iこよ＇) 不注、見な

ど＇によ 3 ミスを起：：ざな，、に 5 Iこする。

‘’ 
(1.) 麟の羞象月 J; よ 3警戟於令 I二殴す 3時間見

鱈麟 恢／D紺知勺玄、及言ュ｝ g,気象方の慾訊硲

令芍・ -z:・ I=翌す 3時間 d) 人豆縮 lす、今後の課鯰 z-・ はわ 3

孤鍔，警奇い発げII::.，ミ1痰が蓑束 Iた兆咸（

翠埼・吼巖のー祁）が存在す 3皐史か 5もノ警芋柊の発

令以訓て‘‘t，災霞麟込 15国・ I＝坑痰に対 l3警競

土行'(,..5 よ 5 I：：，住い、も識這硲し／さら I=,

召奴匁斎の＇｝に取＇）入れ，学童力` ＄啓寮•メ女育り

<l. 

[.J) 対康対媒 0) よリ｝＼ード＃面 I＝底）月す 3 i:沙，神

条 1’I 屎 1こ枝言~-及 I厨りと j ぇ＄』し 3 純震苅成のシ

こュレ/ラヲ：を行なう。

-.2'] -



(4） ら日 0足累によ 3'建餐釉、土木桃進杓絶設の猿裏

の尋，囚見 J 1:タくが砂党盤 l=力'l13被吠ltJによ 3 もの梵

喝線、琉炒 1：：ぶっ？ノ托悠外；茫下，餘没 i ，窮刻鱈 l'，

柁設が` r も jし1:4祈な 1ヽ 被含 2花位（し¥¥J。

神府、 1,＼屎}:お91‘ てもノ愈叔凡地域a把梼を行 l‘ ｝防

漿村偲 t追め 3。
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図5-9 男鹿地窟による祖裂と噴砂

（宮部ほか、 19 3 9) 

1939年の男鹿地裳では、褐西村

で即署な液状化の記録がある（図 5

ここで-9、宮部ほか、 193 9)。

3) 秋田県下の地盛の液状化危険地域
---11!裂

地盤の液状化現象は、粘性土からなる地盤の地域でも発生すると苫われているが、一般には、砂

質地盤の地眩で発生しやナい。とくに、級い砂l(')からなり、 rJJ隙が水で飽和されている扮合に発生

しやすい。

県下で、砂地盤の液状化による被害が、最も心配されているのは、八郎褐干拓地である。すでに、

過去において、砂地盤の液状化にともなうと思われる被害が発生している。西部承水路堤防のたび

かさなる被古では、液状化現象による堤体の天端の破壊沈下が発生しているし、 1968年の十勝沖

地僻の際には、正而堤I加）災側に、最大胴径 30cmほどの水や砂泥の哄出口が多数みられたという。

八郎約地域以外にも、地震時にI~灼砂・哄泥やI屈［水がみられた記録は多い。

1896年の腔羽地震では、雄物川料域に記録が多い。横手盆地内では、・田畑の亀裂から砂や水が

哄出している。さらに、下流の神宮寺、強酋村でも濁水の噴出が記録され、下流部の新凪町でも発

生している。また、秋田市内では｀古川町で井戸の水がふき出したという記録があるし、本荘市で

訳道路1こ亀裂が入り、そこから咬水したところが多数あった。

1 914年の秋田仙北地震でも、雄物川流域の低地で、哄砂が多数記緑されている。いずれも旧河

道や、旧河川敷にあたるところで、陸羽地震で発生した地城と似た地域に発生している。

（；材頁 1こ鯰く）

日本洵

I O 
0 、ヽ五皿合

JJIJI!中

八［研）

は、図に示すような、 A、恥 C、

3本の亀裂が発生し、土砂と黒く濁

り悪臭を持った水が噴出し、 さらに、

，へ~．

船川

戸
＼
‘

BとCでかこ虫れて斜線をほどこし

た部分は、 Ji妙'1111も沈下したとい

う。この部分は、以前は、玉の池に

続く湿地で、砂陪下の11i3植物がPJ'［出

したらしい。

1 9 64年の新褐地芦の際には、八

郎褐千拓地ばかりでなく、本荘乎野

などにも、液状化硯段に伴なうとみ

られる被害・が報告されている。

（沓沢、 1965) 

八t蹄
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（秋遁1翡！氾笈叶條見虚、狐壺秘い',p232 ~233 ）
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ゥ＇リ忍
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借り出したときは
99人 たいゼつ 99 かん

•本は大切に保笠しましょう。た,,, ' じつ 9も

。必ず期日を守りましょう。

•よごさないようにしましょう。
’‘’’め

・折目をつけないようにしましょう。

•また住しをやめましょう。

キ No. 1482 




